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児童虐待防止推進月間特集
たはらトピックス

たはらフォトニュース
市民のひろば

地域の話題・市民活動だより
スクールリポート

おしらせ
連載コーナー
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掲載したイベントなどは、中止、または延期する場合があります

このまちで、
守りたいものができた。



この笑顔を守りたい。

増
加
す
る
児
童
虐
待
相
談
件
数

　
令
和
元
年
度
、
愛
知
県
に
お
け
る

児
童
虐
待
対
応
件
数
は
6
0
4
5

件
で
、
平
成
30
年
度
の
4
7
3
1

件
に
比
べ
更
に
1
3
1
4
件
増
加

し
、
10
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
社
会
全
体
の
関
心
が
高

ま
る
中
、
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
が
進
ん
だ
こ
と
が
、
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

児童虐待防止推進月間

１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

知
ら
せ
て
守
る

こ
ど
も
の
未
来

令
和
２
年
度 「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」標
語

▶子育て支援課　☎2３‐3513　▶親子交流館（すくっと）　☎2３‐1520

　子どもの心や体を傷つけ、生涯にわたって深刻な影響を及ぼす
児童虐待。子どもの命が奪われる重大な事件も、後を絶ちません。
　11月の児童虐待防止推進月間を機会に、この問題について考
えてみましょう。

●愛知県における児童虐待相談対応件数（件）
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児童虐待かと思ったら

児童相談所
虐待対応
ダイヤル

虐
待
は
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り

得
る
問
題

　
子
育
て
に
つ
い
て
身
近
に
相
談
し

た
り
、
協
力
し
た
り
し
て
く
れ
る
相

手
が
お
ら
ず
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
込
ん
で
し
ま
う
保
護
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
親
と
し
て
の
責
任
を
感

じ
る
あ
ま
り
、「
大
き
な
声
で
子
ど

も
を
叱
っ
て
し
ま
っ
た
」「
思
わ
ず

叩
い
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
不
安
や
悩
み
を
抱
え
た
ま
ま
子
育

て
を
し
て
い
る
と
、
気
付
か
な
い
う

ち
に
子
ど
も
を
傷
つ
け
る
行
動
を

と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
あ
れ
ば
、
周
り
の
人
や
相
談
窓
口

へ
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●家庭相談員とはどのようなことをするのですか
　18歳までの子どもや家族に関するさまざまな悩みを聞
き、一緒に考え、解決につなげます。本市は二人体制で相談
を受け付けています。大人でも子どもでも相談できます。

●しつけのつもりでも虐待になりますか
　しつけはとても大切なことですが、保護者がいくら一生懸
命であっても、その子をかわいいと思ってしつけのつもりと考
えていても、その行為が子どもの心や体を傷つけるものであ
れば、それは全て虐待になります。

●気になることがあるときはどうすればいいですか
　子どもがなぜそのような行動をとるのか、その子の立場に
なって考えたり感じたりしてみると良いと思います。

●子育てやしつけに悩んだら・・・
　ぜひ、一人で抱え込まず、周りの人に相談してみてく
ださい。私ども相談員もお力になれると思います。

●子育てする保護者に一言
　子どもの健やかな成長はとても楽しみです。
　また、地域にとっても大きな喜びです。笑顔で子育て
ができるようにみんなで力を合わせていきましょう。

▲久瀬家庭相談員

相談窓口 電話番号

子育て支援課 23-3513
【休日・夜間】22-1111（代表）

東三河児童・障害者相談センター （0532）-54-6465

にお電話ください
お住いの地域の児童相談所
につながります

あなたの一報で、苦しい思いをしている親子を救うことができ
るかもしれません。

こんな様子に気づいた時は

189
いち　    はや　     く

その悩み、一緒に考えましょう。

いつも同じ服装
で、元気のない
子どもがいる

小さい子どもが、
暗くなっても家
の外で一人で遊
んでいる

近くの家から大
人の怒鳴り声や
子どもの泣き声
が聞こえる

不自然なあざや
やけどがある子
どもがいる

●児童虐待とは・・・？

家庭相談員に相談してください

身体的虐待

殴る、蹴る、叩く、投げ
落とす、激しく揺さぶ
る、やけどを負わせ
る、溺れさせる など

ネグレクト
家に閉じ込める、食事を
与えない、ひどく不潔にす
る、自動車の中に放置す
る、重い病気になっても病
院に連れて行かない など

性的虐待

子どもへの性的行
為、性的行為を見せ
る、ポルノグラフィの
被写体にする など

心理的虐待
言葉による脅し、無視、
きょうだい間での差別
的扱い、子どもの目の
前で家族に対して暴
力をふるう（DV） など
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参加に際しての注意点

令
和
３
年
田
原
市
成
人
式
は
、対

象
を
現
在
お
住
い
の
中
学
校
区

で
分
け
、田
原（
２
部
制
）・渥
美
会
場
で

開
催
し
ま
す
。案
内
状
は
11
月
30
日
現

在
で
本
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

に
、12
月
初
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、現
在
お
住
い
の
中
学
校
区
と

異
な
る
時
間
・
場
所
の
出
身
中
学
校
区

の
式
典
へ
の
出
席
を
希
望
す
る
方
、本

市
出
身
者
で
市
外
に
住
所
が
あ
る
が
出

席
を
希
望
す
る
方
は
11
月
30
日（
月
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
の
方

は
、出
身
中
学・氏
名・ふ
り
が
な・生

年
月
日・性
別・通
知
送
付
先
住
所
お

よ
び
世
帯
主
氏
名
・
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▪
令
和
３
年
田
原
市
成
人
式

【
期
日
】令
和
３
年
１
月
10
日（
日
）

◦
田
原
中
学
校
区

【
場
所
】田
原
市
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

【
時
間
】午
前
10
時

◦
東
部・旧
野
田・赤
羽
根
中
学
校
区

【
場
所
】田
原
市
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

【
時
間
】午
前
11
時
30
分

◦
福
江・旧
伊
良
湖
岬・泉
中
学
校
区

【
場
所
】渥
美
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

【
時
間
】午
前
10
時

▼
生
涯
学
習
課
☎
23‐３
６
３
５

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

※発熱やのどの痛み、咳など風邪の症状がある場合は、出席
をお控えください。また、入り口での検温で37.５度以上
ある場合は出席をご遠慮いただく場合があります

成人式の参加に際しては以下の注意点があります。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ご理解ご協力
をお願いします。

令
和
３
年
田
原
市
成
人
式
は
１
月
10
日（
日
）

２
会
場
で
開
催
し
ま
す

１
０
０
５
８
２
１

会場内では
マスクを着用

自宅での検温実施
※会場での検温にもご協

力ください

入り口での
アルコール消毒の実施

入場券を忘れずに
※受け付けで記載の時間・

場所を確認します。
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無観客開催にご協力を

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

た
は
ら
グ
ロ
ー
カ
ル
シ
テ
ィ

推
進
プ
ラ
ン
に
掲
げ

る
、「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、
９
月
29

日（
火
）に
本
市
初
と
な
る
た
は
ら
外
国
人

市
民
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

▪
参
加
者

中
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン・ベ
ト
ナ
ム・イ
ン

ド
ネ
シ
ア
出
身
の
外
国
人
住
民
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会・
外
国
人
技
能
実

習
生
の
監
理
団
体・
た
は
ら
国
際
交
流

協
会・
あ
か
ば
ね
ひ
ら
が
な
の
会
な
ど

各
団
体
の
代
表
者

▪
会
議
で
の
検
討
内
容

◦
本
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
※
の
課
題

◦
外
国
人
住
民
が
本
市
に
住
ん
で
困
る
こ

と
の
把
握

◦
外
国
人
住
民
と
関
わ
る
中
で
の
課
題

　

会
議
の
中
で
は
、「
地
域
の
自
治
会
の

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
参
加
し
た
い
」「
日
本

語
学
校
で
習
っ
た
言
葉
と
少
し
違
う
三
河

弁
な
ど
の
方
言
に
困
っ
て
い
る
」「
技
能
実

習
生
の
住
む
環
境
、
働
く
環
境
が
も
っ
と

良
く
な
る
と
い
い
」と
い
っ
た
意
見
が
出

ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
で
出
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
踏
ま
え
、
今
後
も
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
多
文
化
共
生
と
は
、
国
籍
や
文
化
的
背

景
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
違
い
を
認

め
合
い
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員

と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
で
す
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22‐０
１
３
８

▪大会コース
１区（12.0㎞）  はなとき通り ～ 白谷海浜公園
２区（８.3㎞）　 白谷海浜公園 ～ サンテパルクたはら
３区（1２.２㎞）  サンテパルクたはら ～ 伊良湖岬小学校
４区（1５.５㎞）  伊良湖岬小学校 ～ 伊良湖岬小学校
５区（12.２㎞）  伊良湖岬小学校 ～ サンテパルクたはら
６区（８.５㎞）　 サンテパルクたはら ～ 白谷海浜公園
７区（1１.８㎞）　白谷海浜公園 ～ はなとき通り

▪地元アスリート全力応援サイト
「High FIVE!! WEB」・Ｌｏｃｉｐｏでライブ配信！
選手の熱い走りをライブ配信します

▶スポーツ課　☎23-3531　 22-3811

▪大会参加チーム
▪中部実業団参加チーム（10チーム）
◦愛三工業（大府市）
◦愛知製鋼（東海市）
◦中央発條（みよし市）
◦トーエネック（名古屋市）
◦トヨタ自動車Ａ、Ｂ（田原市）
◦トヨタ紡織（刈谷市）
◦ＮＴＮ（三重県桑名市）
◦御殿場滝ヶ原自衛隊（静岡県御殿場市）
◦三菱自動車岡崎（岡崎市）
※トヨタ自動車Ａ、Ｂは陸上長距離部（田原工場所属）の選手です

秋の深まる渥美半島で、ニューイヤー駅伝の出場権を争う「中部実業団対抗駅伝競走大
会」が開催！！国内トップクラスの選手たちが、市内80.５kmを舞台に疾走します。

【スタート】
9：00（はなとき通り）

【フィニッシュ】
13：00ごろ（はなとき通り）

【コース全長】
80.5㎞（7区間）

新型コロナウイルス感染症対策のため、今回は無観客で開
催します。大切な人を守るため、自宅での応援よろしくお
願いします。
※感染拡大などの状況によって大会は中止になる場合があ

ります。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て

外
国
人
市
民
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

▲会議の様子

11/15

▲High FIVE!! WEB ▲Ｌｏｃｉｐｏ

中部実業団対抗駅伝競走大会
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　赤羽根小学校の３・４年生が赤羽根海岸でウミガ
メ放流会を行いました。名古屋港水族館の職員から
ウミガメの説明を受けた後、8月に生まれたばかり
で大きさ約8㎝の子ガメ40匹を放流しました。子ど
もたちは波打ち際を歩く子ガメに声援を送り、最後
の1匹が海にたどり着くまで見守り続け、貴重な体
験をすることができました。

綺麗な砂浜と海の
大切さを学ぶ

9/14
［月］

自然の中を駆け抜ける
鉄人の新たな挑戦

10/3
［土］

　第1回オフロードトライアスロンin田原が白
谷海浜公園周辺で初めて開催され、全国から約
100名の選手が出場しました。スイムの他、バイ
クやランでは、衣笠山や滝頭山の登山道など自
然の地形を活かしたアップダウンが多くあるコー
スで熱戦が繰り広げられました。

▲山道の下り坂をバイクで颯爽と駆け抜ける選手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▲砂浜でウミガメの子を放流し見守る子どもたち

▪ジュニアオリンピックカップ　全国中学生陸上競技大会2020
（神奈川県横浜市［10／16～18］）

◎東部中学校陸上競技部
佐藤俐

り あ

有さん（2年、女子100m）
〔5位入賞〕

◎福江中学校陸上競技部
久田凌

り ょ う た

大くん（3年、男子400m）
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　田原市消防団山林火災訓練が蔵王山展望台
付近と旧渥美花の村ゴルフコース付近で行わ
れ、消防団員約450名が参加しました。山林火
災が発生した場合を想定し、状況把握、中継放
水訓練など消防団全体の連携力の強化を図り
ました。消防団員たちは迅速にホース延長と確
実な中継操作を行い、日ごろの訓練の成果を発
揮しました。

地域を守る！
連携力の向上

10/4
［日］

　泉保育園・小学校・中学校合同運動会が、泉小
学校で開催されました。今回の運動会は、泉中
学校として参加する最後の合同運動会で、中学
生全員で大縄跳びや綱引き、棒取りなどに笑顔
で参加しました。園児から中学生まで全員が一
致団結し、心地よい汗を流して、楽しいひとと
きを過ごしていました。

全部出し切り
最後まで笑顔で

9/19
［土］

▲小学生の子どもたちが応援する中、チーム一丸となって大縄を跳びました

　スポーツ観戦が趣味の私ですが、最
近目が離せないのが相撲界です。このと
ころ白鵬・鶴竜の両横綱に往年の強さが
なくなり、強いはずの大関が優勝せず、
下位の力士に優勝のチャンスが巡ってく
るという戦国時代へと突入したように思
います。
　感動的だったのが、かつて幕内から十
両落ちした初場所での徳勝龍や、大関か
ら序二段にまで落ちた7月場所での照ノ
富士の優勝です。不運なケガを乗り越え

た両力士の努力に敬意を表します。
　また、奔放な動きに驚かせられる翔猿
の活躍や、20代前半くらいの若手の成
長も楽しいものです。
　さて、次はどんな力士が何をして土俵
を沸かせてくれるのやらと、11月場所
が待ち遠しい限りです。白鵬や鶴竜の
奮闘も期待しています。

大相撲が面白い

▲山林火災を想定した放水訓練をする消防団員
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・性別・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・性別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

　Blue Dropは、2018年春から渥美半島の海で活
動を行っています。「渥美半島の生き物達の魅力を
伝えたい」「探索する面白さを伝えたい」「今の海の
現状を伝えたい」そんなたくさんの思いを伝えてい
ます。
　今回は私の活動内容などをご紹介します。

●活動内容は？
渥美半島の海の豊かさを伝えるべく、海活（うみか
つ）を行っています。具体的には、
•海での生物探し
•ビーチコーミング （漂着物を集める）
•生き物と触れ合う出張生き物教室
など、海にまつわるイベントを企画提供しています。一般の方用のメニューもありますが、
市内の保育園、児童クラブ、地域コミュニティとご一緒することが多いです。

●大好きパワーを増やしていきたい！
　渥美半島には、海の生き物がたくさん生息しています。しかし大量の漂着ゴミや漁獲量
の減少も問題になっています。
　Blue Dropは、海でのワクワク楽しい体験をご一緒し、「海って面白い」「海大好き！」パワー
を増殖していきます。
　渥美半島の海の豊かさを知り、強制的ではなく大好きだからこそ海を守りたい、キレイ
にしたいと思い行動してくれる子供達が増えたらいいなと思います。

　活動の場を提供してくれる方、一緒にイベントを開催してくれる方いらっしゃいましたら
ぜひご連絡ください。

Blue Drop
（代表　松野弘美）
　080-3073-6185

［投稿者］

　私たちゲートボール協会はゲ－トボ－ルを「お年寄りのスポーツ」
から「ジュニア世代からシニア世代まで楽しめるスポーツ」に生まれ
変わらせようと積極的に活動を行っています。
　活動の一環として、ジュニア世代を対象に初心者向け教室を開催
したり、孫世代から祖父母世代までが一緒になって楽しめる三世代
交流ゲ－トボ－ル大会を実施したりしています。こうした活動を通じ、
ゲートボールを楽しんだことのない世代へのＰＲを行い、新規利用者
の開拓を行っています。
　また、協会が実施する特徴的な大会として、交通安全ゲ－トボ－ル
大会を毎年春の交通安全運動期間中に田原警察署・安全協会の協
力で実施しています。その中では「スティック300レース表彰」を行っ
ています。これは300日無事故無違反で過ごしたチ－ムが表彰を受
けるもので会員に非常に人気のある大会です。
　ゲ－トボ－ルは誰でも楽しめるスポーツです。ぜひ
皆さんと一緒に盛り上げていきたいと思いますの
で、気軽にご参加ください。お待ちしています。

【事務局】田原市体育協会　☎２２-６０６３

▲ジュニア世代初心者教室の様子

たい  が 渡会 紫乃ちゃん（左）

　　 菜央ちゃん（右）

し    の

な　お

ジャムくん（6歳）
マルチーズ×　　
　　トイプードル♂

（神戸町 小澤さん）

宮城 偉雄俐くん

1歳
光崎

平井 心晴ちゃん 
こ  はる

わが家の
ペット

９カ月
伊川津町

い　お　り

▲ビーチコーミングで拾える色とりどりの貝

▲保育園での出張生き物教室の様子

▲Blue Drop の
HP はこちらから

▲海での生物探しの様子

▲交通安全ゲ－トボ－ル大会の様子▲田原市
　体育協会ＨＰ

ブルー　　ドロップ

お年寄りのスポーツからみんなのスポーツへ

海大好きパワーを育てたい
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▶渥美農業高等学校
☎22‐0406

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

市民の
チカラ

地
域
の
話
題

地域の
チカラ

田
原
南
部

田
原
市
子
育
て
サ
ー
ク
ル

イ
ド
バ

　

田
原
南
部
校
区
で
は
、「
自
然
と
調
和

し
、発
展
す
る
田
原
南
部
校
区
」を
将
来
像

と
し
て
掲
げ
、～
笑
顔
あ
ふ
れ
、「
住
ん
で
よ

か
っ
た
田
原
南
部
校
区
」～
を
目
標
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
の

取
り
組
み
を
一
部
紹

介
し
ま
す
。

▪
市
民
館
で
小
学
生
の
避
難
所
宿
泊
体
験

　
昨
年
７
月
に
田
原
南
部
小
学
校
６
年
生

と
先
生
が
、指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
南

部
市
民
館
で
宿
泊
体
験
を
行
い
ま
し
た
。自

治
会
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
ス
マ

イ
ル
の
会
」

の
協
力
の
も

と
、パ
ッ
ク

ク
ッ
キ
ン
グ

や
救
急
法
講

習
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
校
区
の
指

定
避
難
所
と

な
っ
て
い
る

市
民
館
を
実
際
に
使
っ
て
宿
泊
体
験
し
た

こ
と
で
、子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
非
常
に

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

▪
行
方
不
明
高
齢
者
捜
索
訓
練

　
昨
年
11
月
に
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
、認
知
症
高
齢
者
が
行
方
不

明
と
な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
捜
索
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
訓
練
に
は
、地
域

住
民
や
消
防
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
共
生
す

る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

※
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止

の
た
め
本
年

度
は
行
事
が

中
止
と
な
っ

て
お
り
、昨

年
度
の
内
容

紹
介
と
な
り

ま
す
。

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

「
イ
ド
バ
」で
気
軽
に
子
育
て
交
流
！　

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
イ
ド
バ
」と
は
、『
親
は
楽
に 

子
は
楽

し
く 

11
日（
い
い
ひ
）イ
ド
バ
』を
合
言
葉

に
、
毎
月
11
日
に
多
世
代
の
親
経
験
者
が

集
う
気
軽
な
お
し
ゃべ
り
の
場
で
す
。

　
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
茶
飲
み
話
か
ら
真
面
目

な
テ
ー
マ
の
語
り
合
い
ま
で
、
思
っ
て
い
る

こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
言
葉
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。「
親
は
少
し
楽
に
な
り
、
子
は

楽
し
く
過
ご
せ
る
、
そ
ん
な
い
い
日
に
な
り

ま
す
よ
う
に
」と
の
思
い
で
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
な
気
持
ち
で
遊
び
に
き
て
く

だ
さ
い
。

　
お
話
会
の
他
に
、
不
定
期
で「1day

森

の
よ
う
ち
え
ん
」や「
子
ど
も
用
品
等
の
譲

渡
会
」を
行
って
い
ま
す
。

　

最
新
情
報
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
今
後
の
活
動
予
定

「
冬
物
限
定
」子
ど
も
用
品
無
料
譲
渡
会

【
日
時
】
11
月
８
日（
日
）午
前
１０
時
～
正
午

【
場
所
】
親
子
交
流
館
す
く
っ
と 

２
階
ス
タ

ジ
オ

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
】
出
品
希
望
者
は
要
申
込

【
問
い
合
わ
せ
】イ
ド
バ
事
務
局　

代
表
・

高
崎
ま
で
次
の
方
法
で

◆
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
に
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
か
ら

https://w
w

w
.facebook.com

/
idobatahara/　

◆
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
だ
ち
追
加
か
ら

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

▲LINE友だち
追加QRコード

▲炊き出しの様子

▲捜索訓練の様子

◦「森のようちえん」の様子

◦「武道場で遊ぼう」の様子
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▶渥美農業高等学校
☎22‐0406

学校生活の
一コマを
紹介

スマート温室ができました！
「おいしいイチゴづくり」 渥美農業高等学校

　今年３月、本校は愛知県教育委員会の事業「あつ
み次世代農業創出プロジェクト」の指定を受け、ス
マート温室を新設しました。

スマート温室について
　スマート温室とは、栽培環境を複合的に制御で
きる先端技術を搭載した温室のことで、地域の農
業技術の発展に寄与する農業後継者の育成を目的
に建設しました。
　本校のスマート温室では、イチゴ栽培に最適な
環境をICT機器やIoT機器を使ってコンピュー
ターで制御することができます。気温・湿度・日射
量など日々変化する多くの環境条件を複合的に自
動管理でき、中でも一番の注目技術は、水の管理・
循環です。いつ、どれくらいの量を与えるのか、晴
れの日や曇りの日にはどれくらい与えればよいか
も管理できます。
　また、イチゴは水に細菌が多く含まれていると
病気にかかりやすくなったり、収穫した後に傷み
やすくなったりするため、水を循環させて殺菌し
て栽培をします。この水の循環だけでなく、石油燃料を使用する機器は一切設置していないので、低
炭素で環境に配慮したエコロジカルな栽培をすることができます。

温室での取り組み
　生徒はおいしいイチゴをたくさん作ることを目標に、インターネットで繋がっているパソコンや
タブレットを使って毎日イチゴの管理をしています。

　スマート温室と言うと、便
利でハイテクそうに聞こえ
ますが、技術が進歩してもま
だまだ人の手を入れなけれ
ばならない部分があること
を、生徒たちはこの温室で学
んでいます。
　今後も本校は、地域に根ざ
した学校として、田原市の農
業・産業の発展に寄与してい
きます。

◦スマート温室での作業風景

◦教室棟の様子

◦スマート温室の外観
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

委
員

教
育
委
員
会
委
員

　
金
田
真
也
さ
ん（
西
神
戸
町
）の

任
期
が
満
了
し
ま
し
た
が
、引
き

続
き
任
命
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は

10
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
９
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

金
か な だ

田真
し ん や

也さん

人
権
擁
護
委
員

　
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
、
三

浦
修
司
さ
ん（
浦
町
）と
河
邉
徳
雄

さ
ん（
豊
島
町
）が
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
10
月

１
日
か
ら
令
和
５
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

募
集

田
原
市
任
期
付
職
員

令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定

１
０
０
７
３
３
９

職
種
／
募
集
人
員：
保
育
職
／
５

名
程
度　

任
用
期
間：
令
和
３
年

４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

勤
務
場
所：
市
内
保
育
園　

資
格

要
件：
昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資

格
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
を

有
す
る
方
ま
た
は
令
和
3
年
３

月
末
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

試
験
日
：【
適
性
試
験
】12
月
７
日

（
月
）【
面
接
試
験
】12
月
13
日

（
日
）　

申
込：
11
月
20
日（
金
）

ま
で
に
人
事
課
に
あ
る
受
験
申
込

書（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
・
郵
送
に
て

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
人
事
課

☎
23‐７
４
０
４

23‐０
１
８
０

税
務
課
会
計
年
度
任
用
職
員

（
事
務
補
助
）

１
０
０
４
５
５
８

対
象：パ
ソ
コ
ン
を
扱
え
る
方（
簡

易
な
入
力
・
検
索
作
業
）　

募
集

人
員：２
名　
採
用
期
間：令
和
３

年
１
月
４
日
～
３
月
31
日　

報

酬：
月
額
14
万
４
１
８
７
円
～　

申
込
締
切：12
月
２
日（
水
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

親
子
交
流
館
会
計
年
度
任

用
職
員（
事
務
員
）

１
０
０
７
３
０
９

対
象：
18
歳
以
上
で
、
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
）を
扱

え
る
方　

募
集
人
員：
１
名　

採

用
期
間：
令
和
３
年
１
月
４
日
～

３
月
31
日　

勤
務
場
所：
親
子
交

流
館
す
く
っ
と　

報
酬：
月
額
12

万
７
７
０
９
円　

申
込
締
切：
11

月
30
日（
月
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
親
子
交
流
館

☎
23‐１
５
１
０

23‐１
５
１
７

令
和
３
年
度
児
童
生
徒
文

化
体
験
教
室　
講
師

１
０
０
１
１
２
５

募
集
内
容：「
児
童
・
生
徒
が
年
間

を
通
し
て
文
化
を
体
験
で
き
る
教

室
」
の
講
師　

期
間：
令
和
３
年

４
月
～
令
和
４
年
３
月　

回
数：

原
則
と
し
て
月
1
回
以
上
、
年
12

回
以
上　
教
室
予
定
数：25
教
室

申
込
締
切：11
月
20
日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

お
し
ら
せ
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イ
ベ
ン
ト

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式　

１
０
０
６
４
７
９

日
時：
11
月
７
日（
土
）午
後
２
時

～
６
時　
場
所：
中
央
広
場
※
雨

天
時
は
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ト　

内
容：
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ

ブ（
午
後
２
時
～
）、イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式（
午
後
５
時
30
分

～
）　

主
催：
ま
ち
な
か
賑
わ
い
づ

く
り
実
行
委
員
会

▼
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24‐２
３
４
５

愛
知
県・ビ
ク
ト
リ
ア
州・江

蘇
省
友
好
提
携
40
周
年
記
念

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時：11
月
７
日（
土
）・８
日（
日
）

／
午
前
11
時
～
午
後
６
時　

場

所：
ら
ら
ぽ
ー
と
名
古
屋
み
な
と

講
座

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
11
月
11
日（
水
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　

場
所：
崋
山

会
館　

内
容：
崋
山
伝
記
の
根
底

テ
キ
ス
ト『
全
楽
堂
記
伝
』４　
講

師：崋
山
・
史
学
研
究
会
員 

別
所

興
一
氏　
受
講
料：無
料　
申
込：

当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

豊
橋
技
術
科
学
大
学
一
般

公
開
講
座（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

対
象：
高
校
生

以
上
の
方　

日
時：
11
月
21

日（
土
）・28
日

（
土
）／
午
前

10
時
～
11
時

30
分　

内
容：

人
体
を
科
学
す
る
―
認
知
と
免
疫

―　
受
講
料：無
料（
要
申
込
）

申
込
：
Ｈ
Ｐ（https://w

w
w

.tut.
ac.jp/cooperation/ecourse.
htm

l

）に
あ
る
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

ア
ク
ル
ス
（
名
古
屋
市
港
区
）　

内
容：
ビ
ク
ト
リ
ア
州
や
江
蘇
省

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
出
展
、
写
真

展
示
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト　
入

場
料：無
料　

▼
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局

☎（
０
５
２
）２
４
９‐３
９
３
１

田
原
人
権
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

委
員
会
企
画
講
演
会

１
０
０
７
３
３
５

日
時：
12
月
６
日（
日
）午
後
１
時

30
分（
30
分
前
開
場
）　
場
所：
田

原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル　

内

容：講
演
会
「
言
葉
で
人
が
育
つ
～

一
人
ひ
と
り
が
輝
く　
ほ
め
言
葉

の
シ
ャ
ワ
ー
～
」　

講
師：
菊
池
省

三
氏　
入
場
料：無
料　
申
込：電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
氏
名
・
電
話
番
号・
参
加
人

数
を
明
記
）　

そ
の
他：
手
話
通

訳・要
約
筆
記
あ
り

▼
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
36‐６
６
１
４

36‐６
９
７
０

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学 

研
究
支

援
課
地
域
連
携
係

☎（
０
５
３
２
）44‐６
５
６
９

chiren@
offi

ce.tut.ac.jp

冬
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
０
０
４
８
３
５

対
象：小
学
生
以
上
の
方（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）　
日
時：11
月
29

日（
日
）午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ（
受

付
開
始
／
８
時
30
分
）　
内
容：赤

羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
約
７・８

㎞
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

集
合
場
所：

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー　

参
加

料：無
料　
申
込：11
月
20
日（
金
）

ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

※
当
日
申
込
も
可

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１
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エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

１
０
０
３
１
６
１

対
象：小
学
生
以
上　
日
時：12
月

５
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午　
場

所：田
原
文
化
会
館
ア
ト
リ
エ
２

内
容：
廃
食
用
油
を
利
用
し
た
環

境
に
や
さ
し
い
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル

づ
く
り　
講
師：Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

田

原
菜
の
花
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

定
員：
４
組
／
１
組
４
名
ま
で
（
抽

選
）　

受
講
料：
無
料　

持
ち
物：

キ
ャ
ン
ド

ル
用
の
空

き
瓶　

申

込：11
月
16

日（
月
）ま

で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ

１
０
０
５
２
１
３

対
象：
豊
橋
市
・
田
原
市
の
小
学

４
～
６
年
生　

日
時：
12
月
19
日

（
土
）・
20
日（
日
）／
午
前
10
時

～
午
後
４
時
30
分　

場
所：
江
比

間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　
内
容：豊

３
０
０
円（
別

途
観
覧
料
）　

申
込：
電
話・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
、
講
座
名・

氏
名・
年
齢・

住
所・電
話
番
号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22‐８
０
６
０

22‐８
０
７
０

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
お

よ
び
研
修
会

１
０
０
７
３
３
４

対
象：
ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家

族
、
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
方　

日
時：
12
月
2
日（
水
）午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

場
所：
豊
川

保
健
所
大
会
議
室　

内
容：
当
事

者
、
家
族
、
支
援
者
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
の
体
験
談
お
よ
び
交
流

会　

講
師：
一
般
社
団
法
人
若
者

支
援
事
業
団　
定
員：30
名（
先
着

順
）　

参
加
料：
無
料　

申
込：
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

野
山
の
つ
る
で
カ
ゴ
づ
く
り

１
０
０
７
３
３
６

日
時：
11
月
22
日（
日
）午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分　

場
所：
吉
胡

貝
塚
史
跡
公
園　

内
容：
野
山
に

生
え
て
い
る
つ
る
を
使
っ
て
、
好

き
な
形
の
カ
ゴ
を
作
る　

講
師：

藤
井
定
氏　

受
講
料：
５
０
０
円

定
員：18
名（
先
着
順
）　
持
ち
物：

帽
子
、軍
手　

申
込：
電
話・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
、
講
座

名・氏
名・年
齢・住
所・電
話
番
号

を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22‐８
０
６
０

22‐８
０
７
０

野
山
の
つ
る
で
リ
ー
ス
づ
く
り

　
　
　

１
０
０
７
３
３
７

日
時：
11
月
23
日（
月・
祝
）～
会

館
中
は
随
時　

場
所：
吉
胡
貝
塚

資
料
館　

内
容：
つ
る
で
で
き
た

輪
に
、
木
の
実
や
貝
殻
を
貼
っ

て
リ
ー
ス
づ
く
り　

受
講
料：

か
な
自
然
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
一
緒
に
、
昼
食
作
り
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
楽
し
い

デ
イ
キ
ャ
ン
プ　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー：

愛
知
野
外
活
動
協
会　

定
員：
各

20
名（
抽
選
）　
参
加
料：５
０
０
円

持
ち
物：米
１
合
、
マ
ス
ク
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
体
育
館
シュ
ー
ズ
、
軍
手

（
滑
り
止
め
な
し
）　

申
込：
11
月

17
日（
火
）～
26
日（
木
）の
期
間
に

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電

話
番
号
・
保
護
者
名
・
ア
レ
ル
ギ
ー

の
有
無
・
参
加
希
望
日
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課（
江
比
間
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
）

☎
37‐１
０
２
５

37‐１
２
８
７

生
活

11
月
は
子
ど
も・若
者
育
成

支
援
県
民
運
動
強
調
月
間

 

育
て
よ
う　
自
分
に
勝
て
る
子　

負
け
な
い
子

　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー

ト
な
ど
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が

困
難
な
子
ど
も・
若
者
の
問
題
を

解
決
す
る
に
は
、関
係
機
関
や
人
々

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
11
月
を「
子
ど
も・

若
者
育
成
支
援
県
民
運
動
強
調
月

間
」と
定
め
、
子
ど
も・若
者
育
成

支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
36‐６
６
１
４

36‐６
９
７
０

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
Ｄ
Ｖ
、セ
ク
ハ
ラ
、ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
と
いっ
た
人
権
問
題
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間：
11
月
12
日（
木
）～
18
日

（
水
）　
時
間
：【
月
～
金
】
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時【
土･

日
】

午
前
10
時
～
午
後
５
時

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
７
０
）０
７
０‐８
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２‐８
１
１
１
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
月
～
15
日
日

【
令
和
２
年
度
防
火
標
語
】

そ
の
火
事
を　
防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
を
使
う
機

会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ご
み
の
屋
外
焼

却
や
不
適
切
な
火
の
取
り
扱
い
は

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▪
火
災
予
防
の
３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

◦
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

◦
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

▪
火
災
予
防
の
４
つ
の
対
策

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る 

◦
寝
具
・
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る 

◦
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る 

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
作
る

▪
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と

　
管
理

　
消
防
法
で
、全
て
の
住
宅
に「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
身

の
命
や
財
産
を
住
宅
火
災
か
ら
守

る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
、
日
頃
か
ら
点
検
を
行

い
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

▼
消
防
本
部
予
防
課

☎
23‐４
０
７
４

23‐０
１
８
０

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題

啓
発
週
間

11
月
10
日
火
～
16
日
月

　
11
月
10
日（
火
）～
16
日（
月
）は

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間

で
す
。

　
多
量
飲
酒
や
未
成
年
、
妊
婦
の

飲
酒
な
ど
、
不
適
切
な
飲
酒
は
、

臓
器
障
害
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
他
、暴
力
や
虐
待
、飲
酒
運
転
、

う
つ
、
自
殺
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
本
人

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
や
社
会

に
も
深
刻
な
事
態
を
も
た
ら
す
お

酒
の
問
題
を
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
お
酒
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
豊
川
断
酒
会
（
廣
永
）

（
０
９
０
）５
４
５
９‐１
９
２
６

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

渥
美
半
島

ア
ク
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

１１
月
16
日
月
～
20
日
金

　

今
年
２
回
目
の
ア
ク
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
で
す
。
生
活
を
見
直
し
、

家
族
の
絆
を
深
め
る
た
め
、
テ
レ
ビ

や
ゲ
ー
ム
か
ら
離
れ
、
各
家
庭
で

親
子
の
触
れ
合
い
や
家
族
だ
ん
ら

ん
の
時
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

■11月25日（水）～12月1日（火）は
　「犯罪被害者週間」です
◎思いやりと理解が犯罪被害者などの支え
　になります
　犯罪被害は、いつ誰の身に起こるかわかりませ
ん。周囲が理解に努め、噂話を慎むなど一人一
人が思いやりを持って犯罪被害者に接すること
が大切です。
　犯罪被害者やその家族が少しでも早く立ち
直り、平穏な生活を取り戻すことができるよう
に社会全体で支えていきましょう。
　また、警察は各種犯罪被害相談窓口を設
け、犯罪の被害に遭われた方や、その家族・友
人の方からのさま
ざまな相談に応じ
ていますので、お
気軽にご連絡くだ
さい。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　2020年の累計

9月

●人身10件（91件）
●負傷10人（128人）
●死亡0人（2人）
●物損99件（873件）

●侵入盗0件（11件）
●乗物盗1件（16件）
●非侵入盗4件（43件）

●火災3件（13件）
●救急182件（1581件）

スマートフォンで
広報たはらが読めます
　無料アプリ「マチイロ」
で広報たはらを配信して
います。
　スマートフォンやタブレッ
ト端末でアプリをダウン
ロードし、「お住まいの地
域」など簡単な設定を行え
ば、広報たはらの発行に合
わせて通知が届きます。
　移動中など、ちょっとした空き時間でもご覧
になれます。
　ぜひ、ご利用ください。

※通信料は利用者の負担となります。
詳細は、右のＱＲコードにてマチイロ
HP へアクセスしてください

▶広報秘書課☎ 22-0138　 1003564

広報たはら  令和2年11月│    │15

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動

12
月
１
日
火
～
20
日
日

１
０
０
３
０
７
９

　
12
月
は
年
の
瀬
を
控
え
、
慌
た

だ
し
さ
を
感
じ
る
時
期
で
す
。
年

末
年
始
の
準
備
に
追
わ
れ
、
忙
し

さ
で
防
犯
意
識
が
薄
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。
犯
罪
に
遭
わ
な
い
、
犯

罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
、
防
犯

意
識
を
再
度
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

福
祉
業
界
就
職
説
明
会

　
福
祉
分
野
で
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、
利
用
者
の
増
加
、

サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
の
高
度
・
多
様
化

な
ど
今
後
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
高
ま

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
業
界
合
同
の
就
職
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。

対
象：
福
祉
関
係
事
務
所
で
お
仕

事
を
お
探
し
の
方　
日
時：【
豊
橋

の
交
付
、印
鑑
登
録
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
手
続
き
が
で

き
な
い
た
め
、市
民
課
の
時
間
外

窓
口
業
務
を
お
休
み
し
ま
す
。

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
火
～
10
日
木

１
０
０
３
０
７
６

　
年
末
は
、
師
走
特
有
の
慌
た
だ

し
さ
か
ら
運
転
者
や
歩
行
者
な
ど

の
注
意
力
が
散
漫
と
な
り
、
交
通

事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の

機
会
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
事
故
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
悲
し
い
交
通
事
故
を
な
く
す

た
め
、
交
通
安
全
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動

11
月
12
日
木
～
２５
日
水

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害

す
る
も
の

で
、
決
し

て
許
さ
れ

な
い
行
為

で
す
。

　
Ｄ
Ⅴ
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
は

我
慢
し
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ⅴ
相
談
ナ
ビ

相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
７
０
）０‐５こ

５こ

２に

１で
ん
０わ

 

▼
企
画
課

☎
23‐３
５
０
７

23‐０
６
６
９

11
月
21
日
土
は
時
間
外
窓
口

業
務
を
お
休
み
し
ま
す

１
０
０
７
３
０
８

　
11
月
21
日（
土
）は
、住
民
記
録

シ
ス
テ
ム
の
機
器
の
更
新
に
よ
り

住
民
票
の
写
し
な
ど
各
種
証
明
書

会
場
】11
月
25
日（
水
）・26
日（
木
）

／
午
前
９
時
30
分
～
11
時
・
午
後

１
時
30
分
～
３
時【
田
原
会
場
】11

月
18
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分　

場
所：【
豊
橋
会
場
】豊

橋
地
方
合
同
庁
舎
６
階
共
用
大
会

議
室（
豊
橋
市
大
国
町
１
１
１
番

地
）【
田
原
会
場
】田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室　

参
加
料：
無
料

持
ち
物：ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証（
雇
用

保
険
手
続
き
中
の
方
）　
申
込：不

要▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋

☎（
０
５
３
２
）52‐７
１
９
３

「
加
入
し
て
い
ま
す
か
？
」

労
働
保
険

　
労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
総
称
し
た
名
称
で
す
。

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
の
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
た

場
合
、
事
業
主
は
加
入
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。（
農
林
水
産
の
一

部
の
事
業
は
除
く
）

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保

険
適
用
課

☎（
０
５
３
２
）81‐０
３
７
７

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署
労
災
課

☎（
０
５
３
２
）54‐１
１
９
４

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が

お
得
で
す
！

１
０
０
０
８
３
５

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
ま

と
め
て
納
め
る
と
割
引
に
な
る

「
前
納
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
２
年
前
納
の

場
合
は
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り

１
万
５
８
４
０
円
お
得
で
す
。

　
納
付
方
法
、期
間
は
選
べ
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

対
象：
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

を
希
望
さ
れ
る
方　

期
限：
前
納

期
間
の
２
カ
月
前　

そ
の
他：
年

金
手
帳
、
印
鑑
、
通
帳
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33‐４
１
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

▲女性への暴力根絶を
目指すパープルリボン

令和2年11月  広報たはら │    │16

INFORMATION おしらせ



▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納

期
限
は
11
月
30
日
月
で
す

　
第
二
期
分
の
納
付
書
は
、
８
月

に
県
か
ら
お
送
り
し
た
納
税
通
知

書
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
寄

り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
東
三
河
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
２
７

税

◎
税
を
考
え
る
週
間

　
11
月
11
日
水
～
17
日
火

パ
ー
ト
収
入
と
税１

０
０
０
８
１
３

▪
パ
ー
ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税

　

収
入
が
パ
ー
ト
収
入
の
み
で
、

年
収
が
93
万
円
を
超
え
る
方
に

は
、住
民
税
の
均
等
割（
５
５
０
０

円
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、年
収
が
１
０
０
万
円
を

超
え
る
方
に
は
、こ
の
均
等
割
に
加

え
、所
得
割
も
課
税
さ
れ
ま
す
。さ

ら
に
、年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え

る
と
、所
得
税
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

▪
配
偶
者
控
除・配
偶
者
特
別
控
除

　

所
得
が
あ
る
方
の
配
偶
者
が

パ
ー
ト
で
働
く
場
合
、
パ
ー
ト
に

よ
る
年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
、『
配
偶
者
控
除
』が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、年
収
が
１
０
３
万
円
を
超

え
、配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
で
も
、２
０
１
万
６
０
０
０
円

未
満
で
あ
れ
ば
、
段
階
的
に『
配
偶

者
特
別
控
除
』を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶

者
特
別
控
除
を
併
用
し
て
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
扶
養
者
の
合
計
所
得
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
年
に
は
、

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
！

１
０
０
２
７
６
６

　
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
と

都
市
計
画
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で「
家
屋
課
税
台
帳
」に
登
録

さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
対
し
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

必
ず
年
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。届
け
出
が
な
い
場
合
、取
り

壊
し
の
確
認
が
取
れ
ず
、引
き
続

き
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
12
月
末
ま
で
に
法
務
局
で
滅
失

登
記
を
行
う
家
屋
は
届
け
出
不
要

田原市議会第４回定例会 を開催
　本会議の一般質問の映像は、ティーズおよびパソコン、ス
マートフォン、タブレットなどでご覧いただけます。
◎議会開催予定表

時間はいずれも午前10時から
ただし、※１は午後３時から、※２は午後1時30分から
▶田原市議会事務局 ☎２３‐３５33
田原市議会 http://www2.city.tahara.aichi.jp/
gikai/

月日 会議名 場所
11月 30日㊊ 本会議（議案説明、一部採決）※１ 議場

12月  ３日㊍ 本会議（一般質問） 議場

12月  ４日㊎ 本会議（一般質問、質疑、委員会付託） 議場

12月  ８日㊋ 文教厚生委員会
総務産業委員会※２ 第2委員会室

12月  ９日㊌ 予算決算委員会 第2委員会室
（または講堂）

12月 15日㊋ 本会議（委員長報告、委員長報告に対
する質疑、討論、採決） 議場

「たはら暮らし」の魅力
写真で発信中！
　本市ではインスタグラムに公式アカウント「tahara_
kurashi（たはら暮らし）」を開設しています。
　「たはら暮らし」には、私たち
が日頃目にしている市内の風
景や暮らしの１コマ、地域のイ
ベントなどの写真を投稿してい
ます。
　また、キーワードで写真が集
まるインスタグラムの仕組み
を利用し、市アカウントの閲覧
登録者に「＃たはら暮らし」の
キーワードを付けた投稿を呼
び掛けています。
　あなたの知らない田原市を
発見できるかもしれません。ぜ
ひ、のぞいてみてください。

▶広報秘書課☎22-0138
1004334

広報たはら  令和2年11月│    │17

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



親子エコクッキング講座　　　　　　　　　  　　   　

金 土 日

30 31 11/1
おはなし会
10：30～ 

6 7 8
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方（要予約）

おはなし会
15：00～ 
おはなし会
10：30～ 

13 14 15
おはなし会
10：30～ 

おはなし会
10：30～ 

20 21 22 
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方（要予約）

ベジエール渥美　親子クッキ
ング教室
10:30～12：30 ※詳細は19ペ
ージ下段をご覧ください

フリーマーケット   9：30～

27 赤ちゃんサロン 28 おはなし会 29
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※福江・泉中学校区
親子リトミック
１3：３０～ と保護者（要
予約）

10：30～
パパのための出産準備クラス
9：30～11：30 市内在住の初
めてパパになる方および妊婦
さん（要予約）

子ども工作教室「クリスマス」   
10：00～ 先着100名

4 5 6
おはなし会
15：00～ 
おはなし会
10：30～ 

◆開館時間：13：00～17：00
土・日は9：30～12：00も
開館

◆休館日：月曜日
◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

◆時間：9：00～12：00、13：
30～16：00

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3木曜午後休館

◆時間：9：30～11：30、13：
00～15：00

※手遊び、絵本の読み聞かせ
など実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者

◆利用方法：予約不要

◆出張子育てひろば：赤羽根
福祉センター（火曜日9：30
～11：00）・泉市民館（金曜
日9：30～11：00）

※開催のない週もあります

【対象】市内在住の小学生以上の親子
【日時/場所】12月5日（土）10：00～13：30／田原福祉センター２階　栄養指導室
【内容/講師】渥美半島の旬の食材を使用した、エネルギーの使用量を抑え、ごみをなるべく
出さない省エネルギー・省資源型の調理実習／ベジエール渥美

【定員/受講料】4組（1組あたり3名まで／抽選）/1人500円（材料費）
【申込】11月13日（金）までに、電話・FAXにて
（FAXの場合は、住所・氏名・年齢・電話番号を明記）

▶環境政策課　☎23-3541　 23-1832　 1007304

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児

令和2年11月  広報たはら │    │18



親子クッキング教室へご参加ください
【対象】市内在住の幼児（年中）～小学生（保護者同伴）
【日時/場所】11月21日（土）10：30～12：30/親子交流館2階　カルチャールーム
【内容】田原市で採れる野菜をふんだんに使った、家庭でも親子で作れる料理を学びます
【講師】ベジエール渥美
【定員/参加料】親子4組（先着順）/1名500円
【申込】11月14日（土）までに、電話・FAXにて（FAXの場合は、住所・氏名・年齢・電話番号を明記）

▶親子交流館　☎23‐1510　 23-1517　 1006439

子育て中のママやパパの情
報交換の場「子育てサーク
ル」の活動カレンダーを配
信しています。育児仲間探
しに、ぜひご活
用ください。

1006821

すくっとへ行こっと！  親子交流館だより

月 火 水 木

10/26 27 28 29

2 3 4 5
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳を考
えている方

おはなし会
10：30～ 
のりもの  （～6日金）
13：00～15：00 

9 10 赤ちゃんサロン 11 12
９：50～11：30 0歳児と保護者
※南部・中部・高松・赤羽根・若戸
出前図書館
10:45～11:45 どなたでも
のりもの  （～13日金）
13：00～15：00 

おはなし会
10：30～、11：00～ 
チャレンジ「ダイスルーレット」  

（10日火～15日日） 以上

16 17 18 19
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※童浦・衣笠校区

工作「ワイヤー工作 クリスマス」  
（～29日日）午後 以上

おはなし会
10：30～、11：00～ 
子育て講座（乳幼児の食物ア
レルギーについて）
10：30～11：00 （要予約）

子育て講座（７カ国語で遊ぼう）
10：30～11：20 と保護者

（要予約）

23 24 25 26
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※六連・神戸・大草・東部・野田
校区

おはなし会
10：30～ 

キッズサロン
10：00～11：30 市内在住の
10・11月生まれの１～３歳児
と保護者（要予約）

30 12/1 2 3
おはなし会
10：30～ 

場  

所
2020 November
イベントカレンダー11月 渥美図書館

赤羽根図書館
中央図書館なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
さくらルーム

すくっと
あつみライフランド
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

を
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▪
発
症
を
高
め
る
要
因

　

循
環
器
疾
患
の
発
症
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
要
因
に
は
、肥
満
、喫
煙
、健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
量（
１
日
２
合
以
上
）の
飲
酒
、高

血
圧
、糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
な
ど
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
る
こ
と
で
発

症
の
リ
ス
ク
を
さ
ら
に
高
め
ま
す
。

▪
生
活
習
慣
の
改
善
を
！

　

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
循
環
器
疾
患

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◦
食
生
活
で
は
体
格
や
年
齢
に
応
じ
た
適

正
な
カ
ロ
リ
ー
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。主
食
、主
菜
、副

菜
を
意
識
し
、野
菜
は
１
日
３
５
０ｇ
が

目
標
で
す
。３
５
０ｇ
の
目
安
は
両
手
の

ひ
ら
に
乗
る
野
菜
３
回
分
ほ
ど
で
す

◦
塩
分
や
動
物
性
脂
肪
の
摂
り
す
ぎ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。塩
分
は
１
日
８ｇ
以
下

が
目
安
で
す

◦
１
日
30
分
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
運
動
も
効
果
的
で
す
。今
よ
り
も
プ
ラ

ス
10
分
間
多
く
歩
く
、動
く
こ
と
で
動

脈
硬
化
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す

◦
お
酒
は
適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。適
正

飲
酒
量
は
、日
本
酒（
１
合
）、ビ
ー
ル

（
５
０
０
㎖
）程
度
で
す
。女
性
や
高
齢

者
は
こ
の
半
分
が
適
量
で
す

◦
喫
煙
は
高
血
圧
症
や
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
や
す
い
の
で
、禁
煙
を
始
め
ま

し
ょ
う

▪
体
の
健
康
状
態
を
把
握
し
よ
う

◦
家
庭
で
血
圧
測
定
を
し
ま
し
ょ
う
。家
庭

で
の
血
圧
は
日
々
の
自
分
の
状
態
を
知

る
手
段
と
し
て
と
て
も
大
事
な
情
報
で
す

◦
体
重
を
定
期
的
に
測
り
、肥
満
を
予
防

循
環
器
疾
患
を
予
防
し
よ
う

▪
循
環
器
疾
患
と
は

　
代
表
的
な
循
環
器
疾
患
に
、「
脳
血
管
疾

患
」「
虚
血
性
心
疾
患
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ

は
、本
市
の
主
要
な
死
因
と
な
って
お
り
、全

体
の
４
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

▪
脳
血
管
疾
患

　
脳
の
血
管
の
詰
ま
り
や
破
裂
に
よ
って
突

然
起
こ
る
病
気
で
、「
脳
梗
塞
」「
脳
出
血
」

「
く
も
膜
下
出
血
」が
あ
り
、「
寝
た
き
り
」

の
主
要
な
要
因
と
な
って
い
ま
す
。

▪
虚
血
性
心
疾
患

　

心
臓
に
血
液
を
送
る
冠
動
脈
が
狭
く

な
っ
た
り
つ
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
、「
狭
心
症
」や「
心

筋
梗
塞
」が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命（
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生

活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
生
活
で
き
る

期
間
）の
延
伸
の
た
め
に
は
、循
環
器
疾
患

し
よ
う

◦
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
て
、身
体
の
状

態
を
チ
ェッ
ク
し
よ
う

※
対
象
の
方
に
は
、健
診
の
受
診
券
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、同
封
の
ご
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健康応援健診 特定健診（国保基本健診） 後期高齢者医療健診

対象者
〇35～39歳で、会社などの健

診を受ける機会のない方
〇40歳以上の生活保護受給者

40～74歳の田原市国民健
康保険に加入されている方

75歳以上の方（一定の障
害のある方は65歳以上）

実施期間 個別健診（令和3年1月30日まで）
集団健診（令和3年2月23日まで） 令和3年1月30日まで

実施場所  個別健診（市内医療機関）集団健診（各文化会館など）  市内医療機関

健診内容  問診、診察、身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査など

費　用 無　料

●心臓病発症の危険度

0

10

20

30

40

35

リスク：肥満、高血糖、
高血圧、脂質異常

リスクが
重なることで危険が
３５倍以上に

35.8倍

9.7倍
5.1倍

1.0倍

0
リスクの数（個）

1 2 3～4
Nakamura T et al.

Jpn Circ J 2001,65:11-17

心
臓
病（
冠
動
脈
疾
患
）の
発
症
危
険
度（
倍
）
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

月　日 当直医 電話番号

11月22日（日）
北山クリニック（農高前） ☎23‐3946
きまた眼科 ☎23‐1092
あおきファミリー歯科 ☎32‐2700

11月23日（月・祝）
朽名医院 ☎33‐0162
すずき歯科 ☎23‐0033

11月29日（日）
國見医院 ☎22‐0756
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
としま歯科 ☎27‐7707

12月6日（日）
藤岡医院 ☎32‐1515
ふくい眼科 ☎22‐5878
藤井歯科医院 ☎45‐2123

月　日 当直医 電話番号

11月3日（火・祝）
菜の花内科クリニック ☎22‐7777
まち眼科 ☎22‐2710
田原歯科クリニック ☎23‐1626

11月8日（日）
河合医院 ☎22‐6133
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

11月15日（日）
昭和医院 ☎32‐3749
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
赤石歯科クリニック ☎23‐7300

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、市役所へご確認の上、受診してください　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間 医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00 
診療時間以外は 渥美病院●☎22‐2131 にお問い合わせの上、
受診してください

【
検
査
方
法
】尿
検
査（
尿
中
抗
体
検
査
法
）

【
実
施
期
間
】
令
和
２
年
12
月
～
令
和
３

年
11
月
末
（
市
内
指
定
医
療
機
関
の
診
療

時
間
内
）

【
そ
の
他
】
本
市
で
は
20
歳
に
な
る
方
を

対
象
に
、
無
料
の
成
人
歯
科
検
診
、
子
宮

が
ん
検
診（
女
性
の
み
）を
行
っ
て
い
ま

す
。大
切
な
こ
の
時
期
に
、検
診
デ
ビ
ュ
ー

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
郷
土
料
理
教
室

【
対
象
】市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

【
開
催
日
】11
月
21
日（
土
）　
【
場
所
】田
原

福
祉
セ
ン
タ
ー　
【
定
員
】６
組　
※
託
児

あ
り（
定
員
３
名
）　
【
時
間
】午
前
10
時
～

午
後
１
時
30
分　
【
参
加
料
】２
０
０
円
／

１
名　
【
申
込
】11
月
16
日（
月
）ま
で
に
健

康
課
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
場
合
は
、氏
名・
生
年
月
日・
電
話
番

号
、
託
児
を
希
望
の
方
は
子
ど
も
の
氏

名
、
生
年
月
日
を
明
記
）／
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
に
て　
【
持
ち
物
】
筆
記

用
具・飲
み
物・エ
プ
ロ
ン・三
角
巾（
バ
ン

ダ
ナ
）・
室
内
用
ス
リ
ッ
パ
や
上
靴・
マ
ス

ク　
【
感
染
予
防
】発
熱
や
風
邪
症
状
が
あ

る
方
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
感
染

予
防
対
策
を
と
っ
て
実
施
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
健
康
課

☎
23‐
３
５
１
５

23‐
３
８
１
０

▪
発
熱
時
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
時

は
ま
ず
電
話
を

　
院
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、ま
ず

医
療
機
関
な
ど
へ
電
話
し
て
か
ら
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
度  

20
歳
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査

▪
ピ
ロ
リ
菌
と
は

　
ピ
ロ
リ
菌
と
は
胃
の
粘
膜
に
住
み
着
く

細
菌
の
こ
と
で
す
。一
度
感
染
す
る
と
多

く
の
場
合
、除
菌
し
な
い
限
り
、胃
の
中
に

住
み
続
け
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）は
、ピ
ロ
リ

菌
を
胃
が
ん
の
発
が
ん
因
子
の
一
つ
と
認

定
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
の
原
因
の
一
つ
は
、乳
幼
児
期
に

大
人
か
ら
の
口
う
つ

し
や
ス
プ
ー
ン
な
ど

の
共
有
で
す
。そ
の
た

め
、気
が
付
か
な
い
う

ち
に
ピ
ロ
リ
菌
に
感

染
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
た
場
合
は
、40
歳

未
満
に
除
菌
す
る
こ
と
で
胃
が
ん
予
防
の

効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
】
平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市
民
（
令
和
２
年

11
月
１
日
時
点
）で
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
方
。
ま
た
は
、
進
学
な
ど
の
理
由
で
住

所
を
移
し
た
場
合
で
も
、
検
査
を
希
望
さ

れ
る
方
に
は
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
額
】
無
料

《メニュー》
・大つごもの大ごちそう
・大根と人参のなます
・伊達巻
・かまぼこの飾り切り
・さつまいもの茶巾絞り

電話

 発熱患者

かかりつけ医、身近な医
療機関が対応できる場合
は検査・診療

どこに相談して良
いか分からない

受診・相談
センター

（豊川保健所）
☎（0533）
86‐3177

紹介

対応できる
医療機関
検査・診療

対応できない場合は紹介

医療機関が開院
している時間帯

電話
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アルストロメリア
（花／出荷時期：通年）

花持ちが良く、豊富な色彩
と中央の斑点模様が特徴で
す。本市では年間約１，０００
万本出荷されています。

花ことば

持続・エキゾチック

ポインセチア
（鉢花／出荷時期：10～12月）

赤と緑の対比が美しく、クリ
スマスの装飾に欠かせませ
ん。県内１位の出荷量で、約
４０万鉢出荷されています。

花ことば

祝福・幸福を祈る

農政課  ☎23-3517

花 鉢

56

今月の 11月の

❺
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

❻
市
内
に
自
ら
の
居
住
用
の
土
地
、ま
た
は
家

屋
以
外
に
土
地・家
屋
を
有
し
て
な
い
こ
と

〈
申
請
期
限
〉

　
令
和
３
年
２
月
１
日（
月
）

〈
減
免
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

　

年
金
証
書・
健
康
保
険
証・
印
鑑（
認
め
印

可
）・
収
入
状
況
が
分
か
る
も
の・
個
人
番
号

カ
ー
ド（
通
知
カ
ー
ド
、ま
た
は
個
人
番
号
記
載

の
住
民
票
で
も
可
）

〈
そ
の
他
の
減
免
〉

　

次
の
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、介
護
保
険
料

の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◦
災
害
で
、住
宅
や
家
財
に
著
し
い
損
害
を
受

け
た
と
き

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
世

帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、ま
た
は

重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
方
。
も
し
く
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、世
帯
の
主
た

る
生
計
維
持
者
の
収
入
が
一
定
程
度
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ

１
０
０
７
１
４
０
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

　
こ
の
他
に
も
介
護
保
険
料
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

60
歳
か
ら
の
健
康
づ
く
り
講
座

　

介
護
予
防
の
た

め
に
必
要
な
知
識

と
し
て
、口
の
健
康

や
栄
養
、運
動
、認

知
症
予
防
な
ど
を

学
ぶ
講
座
で
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住

の
概
ね
60
歳
以
上

の
方

【
開
催
日
】
12
月
18
日（
金
）・
23
日（
水
）・
令
和

３
年
１
月
５
日（
火
）・
14
日（
木
）・
21
日（
木
）・

27
日（
水
）・
２
月
４
日（
木
）の
７
回
／
午
後
１

時
30
分
～
３
時

※
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
場
所
】
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
申
込
】
11
月
26
日（
木
）ま
で
に
高
齢
福
祉
課

窓
口
ま
た
は
電
話
に
て

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係（
東
三
河
広
域
連

合　
田
原
窓
口
）

☎
23‐
３
２
１
７

23‐
３
５
４
５

介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
は
、40
歳
以

上
の
皆
さ
ん
が
納
め
て

い
る
介
護
保
険
料
が
財

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
、誰
も
が
安
心
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
介
護
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、課
税

年
金
収
入
金
額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
額
が

１
２
０
万
円
を
超
え
る
方（
所
得
段
階
が
第
3
段

階
の
方
）は
、次
の
❶
～
❻
全
て
に
該
当
す
る
場

合
、申
請
で
保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
条
件
〉

❶
世
帯
の
前
年
収
入（
非
課
税
収
入
を
含
む
）が

１
２
０
万
円（
世
帯
員
２
人
目
か
ら
１
人
に
つ

き
35
万
円
を
加
算
し
た
額
）以
下
で
あ
る
こ
と

❷
市
民
税
を
課
さ
れ
て
い
る
方
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
、ま
た
は
そ
の
方
か
ら
生
活

援
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

❸
課
税
世
帯
の
方
の
市
民
税
の
控
除
対
象
者
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と

❹
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と
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アルストロメリア
（花／出荷時期：通年）

花持ちが良く、豊富な色彩
と中央の斑点模様が特徴で
す。本市では年間約１，０００
万本出荷されています。

花ことば

持続・エキゾチック

ポインセチア
（鉢花／出荷時期：10～12月）

赤と緑の対比が美しく、クリ
スマスの装飾に欠かせませ
ん。県内１位の出荷量で、約
４０万鉢出荷されています。

花ことば

祝福・幸福を祈る

農政課  ☎23-3517

花 鉢

56

今月の 11月の

食
欲
の
秋
に
食
物
繊
維
の
宝
庫
サ
ツ
マ
イ
モ
を
！

【
サ
ツ
マ
イ
モ・ほ
う
れ
ん
草・し
め
じ
の
甘
辛
炒
め
】

▪
作
り
方

❶
サ
ツ
マ
イ
モ
は
よ
く
洗
い
、
皮
を
む
か
ず
に
１
口

大
の
乱
切
り
に
し
て
10
～
15
分
水
に
さ
ら
す

❷
ほ
う
れ
ん
草
は
塩
を
少
し
入
れ
た
熱
湯
で
約
10
秒

茹
で
、
水
に
さ
ら
し
た
後
４
㎝
ほ
ど
に
切
る

❸
し
め
じ
は
さ
っ
と
茹
で
る

❹
サ
ツ
マ
イ
モ
は
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
レ
ン
ジ

で
約
４
分
加
熱
す
る

❺
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
引
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ

を
炒
め
る
。
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
、砂
糖・し
ょ

う
ゆ
・
塩
を
少
々
入
れ
、
さ
ら
に
炒
め
る

❻
火
を
止
め
、
ほ
う
れ
ん
草
・
し
め
じ
・
ゴ
マ
を
入

れ
絡
め
た
ら
完
成

▪
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

・
サ
ツ
マ
イ
モ
は
火
が
通
る
の
に
時
間
が
か
か
る
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
レ
ン
ジ
を
使
う
と
時
短
に
な
る

・
サ
ツ
マ
イ
モ
は
種
類
に
よ
っ
て
甘
さ
が
違
う
の

で
、
お
好
み
で
砂
糖
・
し
ょ
う
ゆ
を
調
整
す
る

・
塩
を
少
し
入
れ
る
と
甘
く
な
る

・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
は
食
物
繊
維
が
豊
富
な
の
で
む

か
ず
に
使
う
と
良
い

▪
サ
ツ
マ
イ
モ
の
特
徴

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
切
り
口
か

ら
出
る
ヤ
ラ
ピ
ン
と
い
う
白
い
粘
膜
は
緩
下
作
用
が

あ
り
、
食
物
繊
維
と
合
わ
せ
る
と
便
秘
解
消
の
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
存
方
法
は
乾
燥
と

低
温
に
弱
い
の
で
、
新
聞
紙
に
包
ん
で
冷
暗
所
に
保

存
す
る
と
長
持
ち
し
ま
す
。

　

お
勧
め
の
料
理
は
、
焼
き

芋
・
天
ぷ
ら
・
煮
物
・
蒸
し
物
・

大
学
い
も
・
芋
ご
飯
な
ど
で

す
。

（
レ
シ
ピ
作
成
者：ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美　
横
田　
典
子
）

【
材
料（
２
人
分
）】

サ
ツ
マ
イ
モ 

中
１
本
、
ほ
う
れ
ん
草 
１
５
０ｇ
、

し
め
じ 

１
０
０ｇ
、
白
い
り
ゴ
マ 

大
さ
じ
１
、
塩 

少
々
、
サ
ラ
ダ
油 

大
さ
じ
１
、
し
ょ
う
ゆ 

大
さ
じ

１
、
砂
糖 

大
さ
じ
１
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

38

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

環
境
け
い
じ
ば
ん

環
境
戦
隊
た
は
ら
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

33

★
渥
美
半
島
サ
イ
ク
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

　
自
転
車
活
用
推
進
の
一
環
と
し
て
、サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
受

入
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、市
内
事
業

所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
渥
美
半
島
サ
イ

ク
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
23
の
事
業
所
か
ら
応
募
が
あ
り
、10
月

１
日
か
ら
こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。認
定
さ
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、市
か

ら
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
、自
転
車
修
理
キ
ッ
ト

な
ど
を
貸
し
出
し
、い
つ
で
も
サ
イ
ク
リ
ス

ト
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
環
境
が

整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、

訪
れ
た
サ
イ
ク
リ

ス
ト
は
飲
食
代・

お
買
い
物
割
引
、

ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、サ
ポ
ー

タ
ー
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
お
も
て
な
し
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
公
共
施
設
の
受
入
環
境

　
市
内
公
共
施
設（
白
谷
海
浜
公
園
、サ

ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
、ほ
う
べの
森
、道
の
駅

田
原
めっ
く
ん
は
う
す
、道
の
駅
あ
か
ば
ね

ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、蔵
王
山
展
望
台
の
６

カ
所
）に
も
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
と
修
理
キ
ッ

ト
が
順
次
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、本
格
的
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、市
H
P
渥
美
半
島
サ
イ
ク

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
１
０
０
７
3
１
６

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
も
よ

ろ
し
く
き
ゃ
べ
☆

１
０
０
２
１
７
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７　

薪
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
に
ご
注
意
を
！

　

気
温
が
低
く
な
り
、そ
ろ
そ
ろ
薪
ス

ト
ー
ブ
を
使
い

始
め
る
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し

た
。薪
ス
ト
ー
ブ

は
使
い
方
を
誤

る
と
、洗
濯
物
に
煙
が
付
い
た
り
、煙
臭

さ
が
気
に
な
っ
た
り
と
、ご
近
所
の
方

と
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。使
用
す
る
前
に
、入
念
な
準

備
や
点
検
を
行
い
動
作
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、次
の
こ
と
に
気
を
付
け
、適
切

に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▪
す
で
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
・
使
用

さ
れ
て
い
る
方

・
点
火
す
る
時
間
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

・
し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ
た
薪
を
使
い
ま

　
し
ょ
う

・
煙
突
の
点
検
・
掃
除
は
定
期
的
に
行

　
い
ま
し
ょ
う

▪
薪
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方

・
設
置
場
所
は
業
者
な
ど
の
専
門
家
と

　
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う

・
煙
突
は
可
能
な
限
り
ま
っ
す
ぐ
、高

　
く
施
工
し
ま
し
ょ
う

・
ご
近
所
に
あ
ら
か
じ
め
説
明
し
、ご

　
理
解
を
い
た
だ
く
工
夫
を
し
ま
し
ょ

　
う

　
魅
力
や
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
薪
ス
ト
ー

ブ
で
す
が
、い
つ
ま
で
も
快
適
か
つ
安

全
に
使
用
し
続
け
る
た
め
に
は
、使
用

し
て
い
る
人
の
知
識
と
努
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い

や
心
配
り
で
、ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切
な
隣
人
関

係
を
壊
さ
な
い
た
め

に
も
、皆
さ
ん
の
ご

配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐3
5
4
1

23‐１
８
３
２

今
回
は
、渥
美
半
島
サ

イ
ク
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
紹
介
す
る
キ
ャ

ベ
☆

た
く
さ
ん
の
サ
イ
ク

リ
ス
ト
に
活
用
し
て

ほ
し
い
き
ゃ
べ
☆

◦サイクルラック
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
11月▶2日月、9日月、13日金、16日月、
 24日火、３０日月
12月▶７日月、１１日金、１４日月、２１日月、
 ２８日月～３１日木
 ※赤羽根は火曜日も休館

◎山田もと生誕100年記念事業
（図書館・博物館・大草校区連携事業）
「もとばあちゃんが残した　たはらの民話」
『水の歌』で知られる田原市出身の児童文学作家、山田
もとさんの生誕100年を記念し、さまざまな催しを開
催します。

①企画展
▶期間＝12月12日（土）～2月11日（木・祝）
※渥美・赤羽根は1月9日（土）から
▶場所＝中央図書館、渥美図書館、赤羽根図書館、大草
市民館
▶内容＝著作や地域の民話・伝説の紹介、関連資料や年
譜の展示など

②おはなし会
▶日時＝1月24日（日）午後2時～
▶場所＝中央図書館　おはなしのへや
▶内容＝『もとばあちゃんのおはなし』より
▶対象/定員＝どなたでも/10組（受付順）

③「いきいき元気！音読タイム
～音で楽しむ山田もと～」
▶日時＝12月25日（金）
午前10時30分～11時45分
▶場所＝中央図書館　こどもしつ
▶内容＝『もとばあちゃんの
おはなし』より「江崎巡査」など
▶対象/定員＝どなたでも/15名程度

※上記以外の記念事業の詳細については、博物館
「歴史探訪クラブ」（２６ページ）をご覧ください。
▶中央図書館　☎23-4946

その他の図書館イベントについては、HPまたは
広報誌「たはらとLeaf」をご覧ください。
イベントに参加する際は、マスクの着用をお願
いします。

●中央図書館
一　般▶11月14日土～12月10日木 「おウチ美術館」
子ども▶11月14日土～12月27日日 「クリスマスを楽しむ」

●赤羽根図書館
一　般▶11月14日土～12月10日木 「冬のご馳走」
子ども▶11月14日土～12月10日木 「つくってたのしむ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手づくりカード」
●渥美図書館
一　般▶11月14日土～12月10日木 「トレーニングしましょ!」
子ども▶11月14日土～12月10日木 「うし、うし」

『好奇心の部屋デロール』
今森光彦/文・写真　福音館書店
480/ｲ

「デロール」は、剥製、昆虫標本などを
扱う１９世紀にできた店です。当時の
人は、初めて見る動植物に驚いたで
しょうね！

『インマイライフ‘７９』
草薙渉/著　読売新聞社　F/ｸ

「ウォークマン」開発秘話によるビート
ルズメロディの様な甘くせつない恋
愛物語。今年で没後４０年のジョンを
偲んで…。
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山田もと 生誕１００年記念事業

児
童
文
学
作
家　
山
田
も
と

　
山
田
も
と
先
生
は
、大
正
９（
１
９
２
０
）

年
に
現
在
の
田
原
市
大
草
町
に
生
ま
れ
ま

し
た
。田
原
高
等
技
芸
女
学
校
を
卒
業
後
、

昭
和
13（
１
９
３
８
）年
に
一
時
沖
縄
に
在

住
、そ
の
後
帰
町
し
野
田
尋
常
小
学
校
の

教
員
を
昭
和
22
年
ま
で
務
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、昭
和
32（
１
９
５
７
）年
、名
古

屋
童
話
作
家
協
会（
中
部
児
童
文
学
会
の

前
身
）に
入
会
す
る
と
、こ
こ
か
ら
児
童
文

学
作
家
と
し
て
の
活
躍
が
始
ま
り
ま
し
た
。

主
な
作
品
に
、昭
和
37
年
、「
中
部
児
童
文

学
」第
４
号
に
若
い
こ
ろ
暮
ら
し
た
沖
縄
の

う
ち
わ
を
題
材
と
し
た
『
久く

ば
お
う
ぎ

葉
扇
』（
こ

の
作
品
は
改
編
さ
れ
昭
和
52
年
『
首
里
の

町
が
消
え
る
日
』、平
成
４
年
『
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
リ
ア
の
咲
く
町
で
』
と
し
て
刊
行
）や
平

成
５（
１
９
９
３
）年
、第
４
回
ち
ぎ
り
文
学

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
『
よ
だ
か
の
夜
で
っ
ぽ

う
』、
平
成
10
年
第
６
回
新
風
舎
出
版
賞

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
『
牛
と
歩
い
た
道
』、

豊
川
用
水
通
水
前
後
の
渥
美
半
島
の
様
子

を
描
い
た
自
身
の
代
表
作
で
も
あ
る
『
水

の
歌
』（
昭
和
56
年
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
他
に
も
母
校
の
大
草
小
学
校

の
校
歌
の
作
詞
や
田
原
中
部
小
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
機
関
紙
に
昭
和
39
年
か
ら
平
成
16
年

の
間
、１
５
６
作
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
が
書
か
れ
た
作
品
の
テ
ー
マ
に
は
、

　
そ
ん
な
先
生
が
84
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た

の
は
、平
成
16
年
の
こ
と
。
晩
年
に
は
、そ

の
人
柄
か
ら「
も
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
」と
呼
ば

れ
た
先
生
の
、
今
年
は
生
誕
１
０
０
年
の

記
念
の
年
に
な
り
ま
す
。図
書
館・博
物
館・

大
草
校
区
で
は
連
携
し
て
、記
念
事
業
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、も
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
残
し
た
作
品

に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
学
芸
員　
天
野
敏
規
）

田
原
や
渥
美
に
伝
わ
る
民
話
や
伝
説
、田
原

に
縁
の
あ
る
人
物
の
伝
記
、こ
の
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え
る
童
話

な
ど
が
あ
り
、私
た
ち
の
郷
土
に
残
さ
れ
た

当
時
の
記
録
と
し
て
も
大
変
に
貴
重
な
も

の
と
な
って
い
ま
す
。

　
な
お
、先
生
は
田
原
町
地
域
婦
人
連
合

会
会
長
、社
会
教
育
委
員
、民
生
・
児
童
委

員
、文
化
協
会
常
任
理
事
な
ど
多
方
面
に

わ
た
る
功
績
で
平
成
４
年
田
原
町
政
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

～「もとばあちゃんが残した たはらの民話」～
記念行事
日時：12月20日（日）午後1時30分
～3時40分　
場所：田原文化会館（多目的ホール）
内容/講師：①講演「地域のおはな
しを語り継ぐ魅力～田原・豊橋の
民話300話を事例に～」/内浦有美氏（ばったり堂）　②成章高校演
劇部 朗読　③大草小学校4年生演劇「水の歌」　④座談会
対象/定員：どなたでも/80名
その他：11月14日（土）～12月19日（土）の期間に図書館・博物館・
大草市民館に直接申込

博物館　平常展　～渥美半島と文学～児童文学作家　山田もと
期間：12月５日（土）～令和3年２月７日（日）
内容：生誕100年を記念し、代表作である『水の歌』の原稿をはじ
め、田原区発刊「蔵王」に掲載された田原の民話の原稿などを展示
観覧料：310円※ほの国こどもパスポート提示で小中学生は無料

大草市民館　企画展
期間：12月12日（土）～令和3年２月11日（木・祝）
内容：山田もとさんと大草校区・大草小学校との関わりを紹介

図書館　詳細は、25ページようこそ図書館へをご覧ください

▶中央図書館（☎23-4946）　▶博物館（☎22-1720）　
▶大草市民館（☎22-6276）

◦山田もと先生の文学碑
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～11/5木
初凧祈願祭

小学校バスケットボール大会

11/5木～11/19木
スポーツギネス大会

フルートギターデュオコンサート

11/19木～12/3木
田原市自主防災会一斉防災訓練

日本語スピーチコンテスト

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

※この番組表は有料広告として掲載しています
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魚の特徴をとらえ、水の中でいきいきと
泳ぐ様子が伝わってきます。

カラフルな模様がかっこい
い魚を作ったよ。

さかな　　とくちょう　　　　　　　　　 みず　　 なか

さまざまな色を使いながら、かわいい海
賊さんに変身できましたね。

　　　　　　　いろ　　 つか　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かい

評

田原赤石こども園

嶋田蓮実 ちゃん（6歳）

田原赤石こども園

金田奏汰くん（6歳）

翼を広げているプテラノ
ドンを正面から描きまし
た。迫力満点です。

評大きく育ったたけのこが
描けました。みんなうれ
しそうですね。

評 童浦小学校１年

小林一琉馬くん

どんなかわいい海賊になる
か、楽しみながら描いたよ。

童浦小学校１年

及部 梓 さん
あずさ

クレヨン画

 　　　    　  

クレヨン画

ぞく            　　へん しん
評

  　　　　　　    　　　　　　　かい ぞく  

　　　　    

そう　 た

佐久間
美季
先生

　たの　　　　　　　　　　 か　　 

  は す 　 み

 さかな　   つく

 　　　　　   　　　　　も よう

 およ　　 よう す　　　　つた

い　 る　　 ま

加藤
梨裟
先生

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

今月　納税・使用料の

下水道事業受益者負担金
（第3期分）

国民健康保険税
（第6期分）

納期限 月11月30日

後期高齢者医療保険料
（第5期分）

農業集落排水事業分担金
（第3期分）

●人口と世帯数（令和2年10月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 29人 死亡 66人

転入 68人 転出 139人

増減 -108人

総人口 61,077人

男性 30,802人

女性 30,275人

世帯数 22,448世帯

※増減は9月中です

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

91.6%
（47,474千㎥）

令和2年10月21日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

◦
市

H
P

／
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp
N

o.862 令
和

2年
11月

号

子
ど
も
の
寝
顔
や
家
族
の
笑
顔
を
見

た
と
き
、食
べ
物
が
美
味
し
か
っ
た

と
き
、綺
麗
な
景
色
を
見
つ
け
た
と

き
、小
さ
な
幸
せ
は
色
々
な
と
こ
ろ

に
散
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。（
H
）

【
表
紙
の
写
真
】母
と
子

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。 令和2年11月  広報たはら │    │28


